






 

研究目的 

 小児の健全な発育のために,乳幼児期の栄養を学問的並びに実際的に確立す

ることは重要である。母乳栄養および人工栄養に関しては,多くの研究が進めら

れているが,離乳については,文部省研究班による「離乳基本案」(昭和 33 年)

しか系統的,全般的の研究はない。しかし本案が研究されてより約 20 年を経過

しており,再検討が必要とされている。また幼児食に関しては,このような研究

が行われてこなかった。 

 以上のような事由により,現在の栄養学的見地と社会条件をもとにして,離乳

食と幼児食の研究を行おうとするものである。 


